
発　行　所
広島市東区二葉の里

２丁目６－２５

明　星　院

ＴＥＬ 082-261-0551
ＦＡＸ 082-262-1827

第64号　　　　　　　　　　　          　明　星　院　だ　よ　り  　　　　　　　　　　 令和6年8月1日　(6)(1)　令和 6年 8月 1日 　　　　　　　　 明　星　院　だ　よ　り　　 　　 　　  　　 　  　　　 　　第 64 号

編
集
後
記

暑
中
お
見
舞
い

　
　
　
　

申
し
あ
げ
ま
す

令
和
六
年　

猛
暑

　
人
の
身
体
は
、
い
つ
か
必
ず
滅
し
ま
す
。（
諸
行
無
常
）
人

が
滅
す
る
す
が
た
は
、
花
が
散
る
さ
ま
と
同
じ
で
、「
い
ろ
は

に
ほ
へ
ど
ち
り
ぬ
る
を
」
で
す
。

　
そ
の
よ
う
に
儚
く
散
っ
て
ゆ
く
人
の
命
は
、
そ
れ
を
た
だ
個

身み

は
花
と
と
も
に
落
つ
れ
ど
も
、

心
は
香
り
と
と
も
に
飛
ぶ弘

法
大
師
『
性
霊
集
』
よ
り

体
の
命
と
し
て
だ
け
見
る
な
ら
、
地
水
火
風
の
四
大
の
元
素
に

帰
っ
て
し
ま
う
の
み
だ
と
見
え
る
で
し
ょ
う
が
、
肉
身
が
滅
し

て
、
な
お
滅
び
な
い
命
の
あ
り
か
を
思
う
と
き
、
帰
っ
て
ゆ
く

と
こ
ろ
は
仏
の
命
で
す
。

　「
心
は
香
と
と
も
に
飛
ぶ
」
の
香
は
仏
に
供
え
る
お
香
の
こ

と
で
す
が
、
そ
の
香
煙
に
乗
っ
て
天
に
昇
り
、
弥
勒
菩
薩
の
浄

土
に
往
生
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
身
体
は
花
の
よ
う
に
散
り
落
ち
て
も
、
心
（
魂
）
は
香
を
食

べ
物
と
し
て
往
き
生
ま
れ
る
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
生
前

に
三
宝
（
仏
法
僧
）
に
供
養
し
た
功
徳
で
浄
土
に
往
生
す
る
と

見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
お
香
を
信
仰
の
し
る

し
、
あ
か
し
と
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
仏
さ
ま
を
信
ず
る
か
ら
お
香
を
焚
く
。
信
ず
る
と
い
う
の
は

心
の
は
た
ら
き
で
す
が
、
そ
れ
が
目
に
見
え
る
供
養
の
行
い
と

な
る
よ
う
に
、
心
の
は
た
ら
き
は
、
死
後
に
も
生
き
、
香
り
と

な
っ
て
飛
ぶ
の
で
す
。

いろは歌

大石 順教 筆

《
只
今
募
集
中
》

四
国
遍
路

四
国
遍
路

◇
日
程　

十
月
二
十
一
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
二
十
四
日
（
木
）

◇
定
員　

十
五
名

◇
会
費　

一
〇
〇
，
〇
〇
〇
円

◇
申
込　

十
月
十
日
ま
で
に
当
山
へ 

 
　
　
　

（
但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

※巡拝の順序や旅程は、道路事情、天候等により多少変更されます。

大
師
堂
再
建
御
礼
参
り
の
旅

巡　拝　日　程　表

広島駅＝≪山陽道・しまなみ海道≫＝ 50）繁多寺＝ 49）浄土寺

48）西林寺＝ 46）浄瑠璃寺＝ 47）八坂寺＝ 45）岩屋寺＝古岩屋荘（泊）

ホテル＝ 32）禅師峰寺＝ 31）竹林寺＝牧野植物園＝ 30）善楽寺

＝南国 IC ＝≪山陽道・広島高速≫＝広島駅

ホテル＝ 38）金剛福寺＝ 37）岩本寺＝ 36）青龍寺＝ 35）清瀧寺

34）種間寺＝ 33）雪蹊寺＝春野町（泊）

旅館＝ 44）大宝寺＝番外）十夜ヶ橋＝ 43）明石寺＝ 42）仏木寺

41）龍光寺＝ 40）観自在寺＝ 39）延光寺＝足摺岬（泊）

10/23

（水）

10/24

（木）

10/22

（火）

10/21

（月）

（
土
佐
・
伊
予
之
国
逆
打
ち
）

（
土
佐
・
伊
予
之
国
逆
打
ち
）

延　光　寺

竹　林　寺

身
支
度
の

　
　

す
み
し
遍
路
と

　
　
　
　
　
　

朝
餉
か
な

立
江
寺
に

　
　

脇
目
も
振
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　

夕
遍
路

お
四
国
詣
り
ご
報
告

第
十
期
第
一
回
巡
拝

阿
波
之
国

　
満
開
の
桜
が
出
迎
え
た
薬
王

寺
は
、
古
来
厄
除
け
の
寺
と
し

て
有
名
で
本
堂
ま
で
に
三
十
三

段
の「
女
坂
」四
十
二
段
の「
男

坂
」
の
石
段
が
続
く
。
本
堂
右

手
に
は
瑜ゆ

ぎ
と
う

祇
塔
の
鮮
や
か
な
朱

色
が
、
青
空
に
映
え
て
い
た
。

読
経
後
に
振
り
返
る
と
急
に
視

野
が
開
け
、
日
和
佐
の
街
並
み

が
眼
下
に
広
が
っ
た
。

「
七
夕
の
風
が
吹
き
込
む

仁
王
門
」

☆
園
庭
に
子
ど
も
達
の
元

気
な
歌
声
が
聞
こ
え
て
く

る
。「
笹
の
は
さ
ら
さ
ら

…
五
色
の
短
冊
私
が
書
い

た
♪
」
は
た
し
て
ど
の
様

な
願
い
ご
と
を
書
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
皆
の
幸
せ

を
記
し
て
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
。

☆
も
う
日
本
の
四
季
の
移

ろ
い
は
無
く
な
る
の
か
。

永
い
間
積
み
重
ね
て
き
た

自
然
破
壊
は
、
も
う
取
り

返
し
の
き
か
な
い
所
ま
で

き
て
し
ま
っ
た
。あ
と
は
、

ど
う
自
然
と
共
存
し
て
い

く
か
。
真
剣
に
向
き
あ
っ

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
。

☆
ま
だ
ま
だ
大
暑
が
続
き

ま
す
。
ご
自
愛
下
さ
い
。

第２３番　薬王寺

金
剛
杖

　
　

抱
え
て
啜
る

　
　
　
　
　
　

心
太
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株
式
会
社
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
青
山

青
山　

世
治

青
山　

直
樹

一
口

一
口

一
口

　

現
在
私
が
住
職
代
務
を
し
て
い
る
高
野
山
真
言
宗

弘
法
寺
よ
り
、
先
代
故
沖
村
全
栄
住
職
の
遺
言
と
し

て
不
動
明
王
と
十
一
面
観
世
音
菩
薩
の
二
体
の
仏
像

を
託
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
長
年
劣
化
し
た
ま
ま
放

置
し
て
い
た
た
め
傷
み
が
激
し
く
そ
の
ま
ま
で
は
お

祀
り
で
き
な
い
状
態
で
し
た
が
、
こ
の
た
び
京
都
の

松
本
明
観
大
仏
師
と
表
具
師
佐
藤
松
鱗
堂
に
よ
る
一

年
間
を
か
け
て
の
修
復
作
業
等
を
終
え
安
置
で
き
る

状
態
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
尊
像
写
真
と
由

来
書
は
次
の
通
り
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
不
動
明
王
画
像
は
由
来
書
に
よ
る
と

弘
法
大
師
御
真
筆
と
伝
わ
る
も
の
、
十
一
面
観
世
音

菩
薩
像
は
江
戸
時
代
中
期
頃
の
作
と
さ
れ
て
い
て
、

ど
ち
ら
も
歴
史
の
あ
る
貴
重
な
仏
像
で
あ
る
と
同
時

に
大
変
由
緒
正
し
い
仏
様
な
の
で
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
修
復
安
置
の
機
会
に
檀
信

徒
の
皆
様
に
も
こ
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
尊
像
に
是
非

結
縁
し
て
い
た
だ
き
各
施
主
様
の
お
名
前
を
記
し
、

永
く
後
世
に
伝
え
奉
安
す
る
こ
と
を
発
願
い
た
し
ま

し
た
。

　

檀
信
徒
の
皆
様
に
は
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き

何
卒
ご
志
納
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
主
敬
白

不
動
明
王
・
十
一
面
観
世
音
菩
薩

　
　

修
復
勧
進
の
お
す
す
め

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
不

動
尊
は
弘
法
大
師
の
御

筆
に
て
作
州
（
岡
山
県

美
作
）
圓
通
寺
の
什
物

な
り
し
に
往
時
盗
人
の

て
に
わ
た
り
て
、
摂
州

浪
華
（
大
阪
市
）
の
商

人
因
幡
屋
弥
三
郎
と
申

す
家
に
留
ま
り
あ
り
け

り
。
或
る
時
彼
の
主
人

掛軸の

箱書き

由　

来　

書

　
ご
志
納
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
ご
宝
前
に
お
名
前
を
浄
書
し
、

尊
像
と
共
に
毎
朝
勤
行
に
て
供
養
祈
願
致
し
ま
す
。

　
又
、
本
年
十
月
十
三
日
（
日
）
の
特
別
開
帳
法
要
に
ご
案
内
し
、
護
摩

祈
願
の
後
、グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
直
接
尊
像
を
拝
礼
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
尚
、
今
後
不
動
明
王
像
は
絶
対
秘
仏
と
な
り
封
印
し
ま
す
の
で
拝
む
こ

と
は
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

大
師
堂
荘
厳
具
の
解
説

一
ペ
ー
ジ
に

掲
載

　

順
教
尼
は
明
治
二
十
一
年
三
月
、
大
阪
道
頓
堀
・
二
葉
ず
し
長
女
と

し
て
出
生
、
本
名
よ
ね
。
四
歳
・
京
都
山
村
き
み
に
就
い
て
京
舞
を
習

う
。
十
歳
で
山
村
流
名
取
を
許
さ
れ
将
来
は
舞
踊
の
師
匠
と
し
て
身
を
立

て
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
四
年
、
大
阪
堀
江
の
山
海
楼
・
中
川

万
次
郎
の
養
女
と
な
り
芸
名
妻つ

ま
き
ち吉

。
さ
ら
に
西
川
流
の
舞
を
習
う
。
明
治

三
十
八
年
六
月
二
十
日
、
養
父
万
次
郎
の
狂
乱
に
よ
り
一
家
六
人
が
斬
殺

さ
れ
、
妻
吉
も
両
腕
を
斬
り
落
と
さ
れ
瀕
死
の
重
傷
を
負
っ
た
。
世
に
言

う
『
堀
江
の
六
人
斬
り
』
事
件
で
あ
る
。
幸
い
に
妻
吉
だ
け
は
命
を
取
り

止
め
、
退
院
後
は
寄
席
の
舞
台
に
立
っ
て
年
老
い
た
両
親
を
養
っ
た
。

　

諸
国
巡
業
中
、
籠
の
カ
ナ
リ
ヤ
が
雛
を
育
て
て
い
る
姿
を
見
て
、
口
に

筆
を
咥
え
文
字
や
絵
を
書
く
こ
と
を
思
い
つ
き
、独
学
で
勉
強
を
始
め
る
。

昭
和
二
年
、
仏
道
に
入
る
こ
と
を
決
心
し
て
大
阪
河
内
高
安
に
小
庵
を
建

つ
。
昭
和
八
年
高
野
山
に
て
天
徳
院
住
職
金
山
穆
韶
和
尚
に
従
い
剃
髪
得

度
、
法
名
順
教
と
な
る
。

　

大
僧
正
金
山
穆
韶
和
尚
は
一
生
不
犯
、
一
生
肉
食
妻
帯
せ
ず
、
律
僧
と

し
て
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
名
僧
で
あ
る
。
昭
和
二
十
八
年
金
剛
峯
寺
座
主
、

高
野
山
真
言
宗
管
長
に
昇
ら
れ
た
学
徳
兼
備
の
硯
学
で
あ
ら
れ
た
。

か
み
な
れ
し
筆
も
さ
さ
ら
に
花
の
冷
え　

妻
吉

お
と
さ
れ
し
腕
は
高
野
の
き
り
の
中　
　

順
教

永
病
に
臥
し
医
療
の
験
な
か
り
け
る
に
、
こ
の
尊
像
古
る
め
か
し

く
有
難
き
形
相
を
観
念
し
床
を
は
ら
い
供
物
香
花
を
そ
な
え
平
癒

を
祈
り
け
れ
ば
、
そ
の
験
著
し
く
新
な
り
け
る
事
と
も
多
か
り
け

り
。
其
の
事
実
、
世
に
流
布
し
け
れ
ば
町
内
お
よ
び
諸
家
の
屋
敷

ま
で
も
聞
き
伝
え
、
彼
方
此
方
よ
り
申
し
請
い
其
の
霊
妙
、
爰
に

云
戴
か
た
く
一
旬
の
間
も
彼
の
家
に
納
め
置
く
暇
な
し
。

　

金
正
院
先
住
、
文
化
十
一
甲
戌
（
一
八
一
四
）
の
夏
大
和
大
峰

山
登
嶺
の
帰
路
、
浪
華
の
津
に
て
病
を
得
て
船
に
上
る
事
を
得

ず
。
暫
く
旅
寓
に
あ
り
て
医
療
日
数
を
経
て
も
全
く
治
し
難
く
過

ぎ
け
る
。
彼
の
霊
仏
の
来
由
を
物
語
り
借
り
て
、
其
の
教
え
に
従

い
誠
一
を
凝
ら
し
、
朝
夕
祈
念
怠
り
な
く
勤
め
け
れ
ば
、
当
病
忽

ち
に
癒
て
帰
期
を
促
す
よ
う
な
り
ぬ
。
思
う
に
右
よ
う
新
た
な
る

尊
像
予
邑
に
携
え
帰
ら
は
、
衆
人
の
為
な
ら
ん
と
彼
の
因
幡
屋
何

某
に
請
い
求
け
れ
ば
、
彼
の
主
快
く
許
諾
し
て
此
の
一
軸
大
師
の

御
筆
を
云
い
霊
験
目
の
当
た
り
な
る
。
尊
躰
な
が
く
俗
家
に
置
ん

は
、
か
え
っ
て
恐
れ
あ
り
。
君
修
験
者
の
御
事
な
れ
ば
御
国
に
持

ち
帰
っ
て
遍
く
世
の
重
宝
と
な
す
べ
し
と
い
ふ
に
ぞ
其
の
答
え
の

殊
勝
な
る
を
感
じ
厚
く
礼
祷
し
彼
の
津
に
て
筐
を
造
り
当
院
什
宝

に
貽
し
置
き
侍
り
ぬ
。

干
れ
時
に
文
化
十
一
甲
戌
年
八
月

周
防
岩
国
金
正
院
法
印
敬
山

河
野　

憲
治

河
野　

い
づ
み

小
林　

靖
猛

尾
﨑　

直
子

二
口

一
口

一
口

一
口

大
石
順
教
尼

変　

遷

不
動
明
王

十
一
面
観
音
菩
薩

岡
山
県
美
作　

圓
通
寺

　
　
　
　

⇐

大
阪
市
の
商
人　

因
幡
屋
弥
三
郎
家

　
　
　
　

⇐

山
口
県
岩
国　

金
正
院

　
　
　
　

⇐　
　

昭
和
十
七
年

ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市　

リ
リ
ハ
醍
醐
分
教
院

　
　
　
　

⇐　
　

昭
和
三
十
二
年

　々
　

ホ
ノ
ル
ル
市　

弘
法
寺

　
　
　
　

⇐　
　

平
成
三
十
年

広
島
県
広
島　

明
星
院

（
平
成
二
年
か
ら
六
年
ま
で

　
　
　
　

八
木
恵
生
が
金
正
院
の
兼
務
住
職
）

平
野
山　
　
　

竹
林
禅
寺

　
　
　
　

⇐

高
野
山　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

⇐　
　

昭
和
二
十
五
年

ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市　

弘
法
寺

　
　
　
　

⇐　
　

令
和
二
年

広
島
県
広
島　

明
星
院

小
山　

和
子

楠
原　

範
江

岡　
　

富
子

一
口

一
口

一
万
円
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不
動
明
王　

五
万
円

不
動
明
王
・
十
一
面
観
世
音
菩
薩 

修
復
志
納
者
御
芳
名

十
一
面
観
世
音
菩
薩　

三
万
円

堀
内　

唯
良

菊
川　

誠
久

海
老
澤　

初
美

中
畠　

宏
能

秋
田　

久
実
枝

坂
東　

清
高

山
崎　

正
博

岡　
　

博
見

有
附　

顯

三
浦　

浩
司

山
瀬　

光
一

山
瀬　

妙
子

中
村　

將
夫

水
谷　

伸
治

吉
田　

茂

高
坂　

量
道

竹
下　

芳
邦

山
﨑　

多
美
子

岩
本　

秀
男

長
迫　

道
雄

田
村　

浩
三

安
田　

康
一

堀
内　

唯
良

海
老
澤　

初
美

中
畠　

宏
能

山
崎　

正
博

田
中　

陽
子

西
東　

満
知
子

岡　
　

博
見

有
附　

顯

山
瀬　

光
一

山
瀬　

妙
子

中
村　

將
夫

水
谷　

伸
治

吉
田　

茂

高
坂　

量
道

竹
下　

芳
邦

山
﨑　

多
美
子

岩
本　

秀
男

長
迫　

道
雄

安
田　

康
一

高
山　

ス
マ
子

高
山　

恵
美
子

高
山　

尚
美

二
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

二
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

三
口

三
口

三
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

二
口

二
口

二
口

一
口

二
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

二
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

二
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

安
田　

純
子

高
山　

啓
三

高
山　

俊
介

高
山　

茂
巳

𠮷
川　

津
芳

平
野　

公
正

大
西　

寛

岡
野　

久
恵

岡　
　

照
志

長
迫　

博
子

長
迫　

信
幸

長
迫　

和
恵

明
智　

智
子

松
本　

洋
介

浅
野　

久
子

大
塚　

泰
江

橋
本　

健
治

桧
田　

明

桧
田　

幸
子

安
永　

晶
子

岩
田　

宏

原
田　

高
明

𠮷
川　

津
芳

岩
本　

政
宏

福
本　

泰
洋

大
西　

寛

國
本　

昌
治

岡
野　

久
恵

小
田　

尊
之

長
迫　

博
子

長
迫　

信
幸

長
迫　

和
恵

明
智　

智
子

松
本　

洋
介

浅
野　

久
子

三
木　

和
子

佐
伯　

法
子

大
塚　

泰
江

橋
本　

健
治

桧
田　

明

安
永　

知
代

安
永　

成
平

岩
田　

宏

原
田　

秀
子

二
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

二
口

一
口

二
口

一
口

一
口

五
口

五
口

五
口

泉
本　

淳
子

北
川　

妙

迫　
　

政
樹

巣
守　

志
子

志
摩　

哲
郎

上
田　

儀
子

西
木　

治
之

三
村　

幸
枝

土
居　

武

松
田　

太
郎

池
上　

長
子

三
須　

光

三
須　

紀
子

今
村　

英
子

二
宮　

和
子

田
中　

杏
平

浅
井　

泰
雄

株
式
会
社
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
青
山

青
山　

世
治

尾
﨑　

直
子

小
林　

靖
猛

圓
見　

崇
恵
香

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

五
口

五
口

五
口

一
口

二
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

柴
田　

吉
男

真
鍋　

萩
枝

泉
本　

淳
子

北
川　

妙

迫　
　

政
樹

清
水　

登
美
子

巣
守　

志
子

志
摩　

哲
郎

磯
田　

み
ど
り

上
田　

儀
子

西
木　

治
之

三
村　

雅
栄

土
居　

武

松
田　

太
郎

原
田　

敏
雄

池
上　

長
子

三
須　

光

三
須　

紀
子

今
村　

英
子

二
宮　

和
子

田
中　

杏
平

浅
井　

泰
雄

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

一
口

二
口

一
口

修
復
前
の
お
姿

台座は四角の箱 解体すると虫の糞だらけ 衣は傷だらけ 頭部の十一面と両腕が

　　　　失われている

失われた頭部の十一面を補修失われた腕と衣を補修光背を補修右手に錫杖を持ち

左手は花瓶をもつ

台座を蓮座に変更

修
復
後
の
お
姿

由　

来　

書　

そ
も
そ
も
当
寺
本
尊
観
世
音
菩
薩
の
由
来
を
尋
ね
奉
る
に
人
皇
六
十
五

代
花
山
院
（
九
八
五
）
の
御
宇
入
覚
法
皇
、
西
国
霊
場
御
巡
拝
の
と
き
、

美
濃
の
国
谷
汲
に
て
打
納
む
。
本
尊
十
一
面
の
尊
像
を
写
さ
せ
給
ひ
、
す

な
わ
ち
御
秘
仏
の
尊
像
是
れ
な
り
。
故
あ
っ
て
天
和
の
頃
（
一
六
八
一
）

よ
り
当
寺
に
安
置
し
奉
り
、
徃
々
霊
験
あ
り
と
い
え
ど
も
、
言
繁
け
れ
ば

こ
れ
を
略
す
。
嗚
呼
、
天
う
つ
り
時
う
つ
り
去
り
、文
久
二
戌
（
一
八
六
二
）

五
月
中
、
は
か
ら
ず
も
祝
融
（
火
災
）
の
災
い
に
会
い
一
時
に
焼
失
に
お

よ
び
、
爾
来
本
尊
を
安
座
す
る
所
な
し
。
こ
の
再
建
を
発
起
あ
り
と
い
え

ど
も
、
寺
産
薄
く
檀
力
微
な
り
。
い
や
し
く
も
結
縁
に
募
る
に
あ
ら
ざ
る

よ
り
ん
ば
、
何
を
以
っ
て
成
就
す
る
こ
と
を
得
ん
や
。
故
に
こ
の
た
び
村

中
有
志
の
輩
と
は
か
り
、
か
ぞ
え
て
奉
加
帳
を
差
出
し
以
っ
て
十
方
檀
越

に
勧
め
る
も
の
な
り
。
ね
が
わ
く
は
信
心
の
人
々
浄
財
の
多
少
に
限
ら
ず

御
寄
附
御
喜
捨
を
願
う
所
な
り
。

　

逐
一
、
銘
録
に
記
し
仏
前
に
て
朝
夕
祈
念
回
向
勤
め
ん
も
の
な
り
。
然

る
に
と
き
は
菩
薩
慈
悲
方
便
の
妙
智
力
を
以
っ
て
、
現
在
に
は
諸
々
の
災

い
を
悉
く
除
き
、
家
運
繁
栄
、
未
来
に
は
浄
土
往
生
仏
果
円
成
本
懐
を
遂

げ
さ
せ
た
ま
い
、
二
世
の
利
益
あ
に
疑
い
べ
け
ん
や
。
是
れ
仏
説
金
言
な

り
。
伏
し
て
祈
る
所
、
山
僧
の
志
願
施
主
の
善
報
堂
宇
の
落
成
を
三
縁
和

合
し
て
速
や
か
に
円
か
な
ら
ん
事
を
待
た
ん
や
。

こ
れ
時
に
文
久
三
癸
亥
（
一
八
六
三
）
冬
吉
日

平
野
山
竹
林
禅
寺
住
持
桃
谷
謹
っ
て
白
す


